
 

 

 

 

 

 

2019 年度 

 

予算実施計画書 

（概要版） 

 

 

 

 

国立大学法人 京都工芸繊維大学



    

 

 

2019 年度 予算実施計画書（概要版） 
 

 

2 0 1 9 年 3 月 1 8 日 

役 員 会 決 定 

役 員 会 決 定 

 

１．基本的な考え方 
   
 2019 年度の予算編成に当たっては、本学の「財務基本方針」に沿って策定すること

とし、第三期中期目標・中期計画や各種補助金等における評価指標（KPI）の確実な達

成に向けた予算編成を基本とする。 

その上で、当面の収支見通し等を踏まえつつ、運営費交付金における基盤的経費の

削減に対応するための管理的経費の抑制、教育研究活動を支える基盤的経費の確保、

本学の機能強化促進に向けた戦略的取組への予算配分の重点化を図る。 

 

 

   

２．予算編成フレーム及び方向性 
   

 「ミッション再定義」における本学の強みや特色、社会的役割を踏まえつつ、本学

の機能強化を推進することを前提として、重点課題や政策課題に対応した以下の予算

編成フレームに基づき、予算編成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
    
 
 
 
    
なお、厳しい財政状況にあるため、可能な限り運営・事業経費の節減を図りつつ、

教育研究の質確保のための基盤的経費や学生支援経費を維持するとともに、本学が重

点戦略に掲げるグローバル・イノベーション・コミュニティ機能強化に係る戦略的取

組に係る経費の重点化を図る。 

 

 

 

 

 
★ 2019 年度予算編成フレーム 
 

   （１）教育研究基盤の確保 
    

（２）教育研究のグローバル化・活性化に向けた重点的支援 
    

（３）社会連携・地域貢献の推進 
    

（４）学生支援の強化・充実 
    

（５）運営基盤・ガバナンスの確立 
    

（６）教育研究環境の整備・充実 
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３．当初収入・支出予算の概要（運営費交付金等対象予算 当初予算ベース） 
 

【 収 入 】                          （単位：千円） 

区　　　分 2019年度 2018年度 増▲減額 増減率
運営費交付金収入 4,889,933 4,795,969 93,964 2.0%

学生納付金等収入 2,537,368 2,531,373 5,995 0.2%

国立大学法人機能強
化促進費補助金収入

- 31,668 ▲ 31,668 皆減

合　　　　計 7,427,301 7,359,010 68,291 0.9%

 
  ※ 「運営費交付金収入」増の主な要因は、「基盤的設備等整備分」の措置、「授業料等免除枠」

の増、「国立大学法人機能強化促進費補助金」廃止に伴う基幹経費化による増である。 
 

※ 上記の他、受託事業等収入 749,608 千円、業務達成基準適用事業(複数年度事業)経費未執行
（見込）分 246,449 千円、目的積立金取り崩し分 200,000 千円、施設整備費補助金等 1,553,800
千円、収入予算の総額は 10,177,158 千円。 

    また、「退職手当」及び「年俸制導入促進費」の一部が、運営費交付金収入として年度途中
に追加措置される見込み。 

 
 

【 支 出 】                                             （単位：千円） 

2019年度 2018年度 増▲減額 増減率

5,532,630 5,569,891 ▲ 37,261 -0.7%

479,681 510,950 ▲ 31,269 -6.1%

56,503 84,767 ▲ 28,264 -33.3%

293,837 263,667 30,170 11.4%

878,640 784,093 94,547 12.1%

186,010 145,642 40,368 27.7%

7,427,301 7,359,010 68,291 0.9%合　　　　計

予算編成フレーム

（１）教育研究基盤の確保

（３）社会連携・地域貢献の推進

（４）学生支援の強化・充実

（２）教育研究のグローバル化・
     　 活性化に向けた重点的支援

（５）運営基盤・ガバナンスの確立

（６）教育研究環境の整備・充実

 
※ 上記の他、受託事業等支出 749,608 千円、業務達成基準適用事業(複数年度事業)経費未執
行（見込）分246,449千円、目的積立金取り崩し分200,000千円、施設整備費補助金等1,553,800
千円、支出予算の総額は 10,177,158 千円。 

    また、「退職手当」及び「年俸制導入促進費」の一部を「（１）教育研究基盤の確保」として
追加で支出する見込み。 
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４．当初支出予算の主要事項            
※１．金額（ ）書きは対前年度比を示す 

 

 

 

 

○大学の本来的活動を支える教育研究基盤の確保 
 

   〈 基盤教育費              361,373 千円（ 774 千円増 ） 〉 

教育の質を確保するため、昨年度同額の学生当単価に収容定員を乗じることにより算出した
学生当教育経費を計上する。 

また、複数課程開講科目支援経費や基盤教育学域における教育経費、研究生経費や非常勤講
師に係る経費（手当・旅費）を昨年度同額計上する。 

 
 

   〈 高度人材育成機能強化に係る中期的ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連事業費 70,464 千円 
※業務達成基準適用事業（2016-2021）2018 未執行（繰越）予定分※外数〉 

 
第３期中期目標・中期計画を踏まえ実施・展開する「実験・実習環境整備事業」「グローバル

人材育成事業」「学部・大学院一貫教育推進事業」に係る事業費を計上する。 
 

〈 基盤研究費              123,600 千円（ ▲2,600 千円減 ） 〉 

研究基盤を確保するため、昨年度同様、教員一人当たり積算単価を一律 400 千円計上する。 

また、文部科学省における卓越研究員制度により採用された教員については、上記研究費に

加えて 1,000 千円を追加計上する。  
 

〈 基盤研究費（繰越分）                  105,571 千円（ 7,011 千円増 ） 〉 

  研究活動の計画的・継続的な展開を図るため、基盤研究費の 2018 年度繰越分（繰越承認額）

を計上する。（※年度内の執行額に応じて変動の可能性あり） 
 

 

〈 人件費                            4,622,562 千円（ ▲42,456 千円減 ） 〉 

職位比率プロポーション改革の推進を図ることとし、常勤教員数を最大 300 名として積算し

た人件費について、人事院勧告に基づく給与改定による人件費増加、過去の執行実績等も考慮

の上、計上する。 
 

〈 退職手当                           292,458 千円（ ▲3,417 千円減 ） 〉 

文部科学省措置額を計上する。なお、今後文部科学省において各大学の所要見込額を精査の

うえ、年度途中に追加配分される見込み。 
 

〈 年俸制導入促進費                      27,066 千円（  3,427 千円増 ） 〉 

  文部科学省措置額（2019 年度予定人数の半期分）を計上する。なお、今後文部科学省におい

て実際の導入人数の実態を踏まえ、年度途中に調整される見込み。 

（１） 教育研究基盤の確保    5,533 百万円 （ ▲37 百万円減 ） 
※その他、業務達成基準適用事業未執行分（見込）70百万円を別途計上 
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○大学の抜本的機能強化の促進 

〈 機能強化経費（機能強化促進分）  48,329 千円（▲16,072 千円減 ）※外数 総額 〉 

文部科学省から措置された機能強化経費 129,437 千円のうち、世界一線級ユニット招致や海

外ブランチ整備、国際連携専攻設置、産学協働による学際融合学位プログラム「デザインセン

トリックエンジニアリングプログラム」の展開等による「グローバル機能強化」の実行に資す

る経費として 48,329 千円を割り当てる。 

本経費については、個別の各事業に計上。 
 

① 機能強化を支える戦略拠点の活動促進 

〈 デザイン主導未来工学センター事業費・運営費  376,268 千円（42,743 千円増） 〉 

2018 年 10 月の組織再編により設置した、デザインを中核とした分野横断での重点戦略組織

「デザイン主導未来工学センター（CdE）」において実施する学際融合学位プログラム「デザイ

ンセントリックエンジニアリングプログラム」及びセンターの各拠点（KYOTO Design Lab、昆

虫先端研究推進拠点、先端ものづくり・繊維研究推進拠点、グリーンイノベーションラボ、新

素材イノベーションラボ）における戦略的取組に係る事業費・運営費を計上する。 

 

〈 デザインシンキング教育の強化に向けたプロジェクト実施事業 77,823 千円 
※業務達成基準適用事業（2018-2020）2018 未執行（繰越）予定分※外数〉 

「デザインセントリックエンジニアリングプログラム」実施に係るプロジェクト「稲畑邸再

生プロジェクト」に関係する経費を計上。 

 

②教育研究活動の戦略的・重点的な推進 

〈 教育プロジェクト支援経費                 14,738千円（ ▲6,246千円減 ） 〉 

文部科学省等の補助金事業等に係る継続的な展開を図るため、教育プロジェクト支援経費を

計上する。なお、配分額の決定は、総合教育センターにおいて事業の実績や有効性等を十分検

証のうえ行う。 
 

〈 研究戦略推進委員会事業費                27,839千円（  1,129千円増 ） 〉 

2018 年 10 月の組織再編により設置し、教員組織「学系」を総括する「研究戦略推進委員会」

において実施する研究推進支援（科学研究費助成事業で不採択となった課題のうち、有望な研

究に対する支援や若手研究者への研究支援、大型外部資金獲得支援等）、学術論文の学術誌へ

の投稿料等の支援や研究分析ツールの導入などの研究活性化・推進事業のための経費等を計上

する。 

 

〈 産学公連携推進センター事業費（研究活性化事業） 4,165 千円（   ▲64 千円減 ） 〉 

2018 年 10 月の組織再編により設置した、産学公連携を推進する「産学公連携推進センター」

において実施する事業のうち、企業等のニーズと本学シーズのマッチングにより、共同研究プ

ロジェクト実施等を支援するための、研究力の発信強化事業や技術移転の支援事業等の研究活

性化に係る事業を支援する。 

なお、同センターにおいて実施する地域連携事業の経費及び運営費（別掲）も含めたセンタ

ー全体の事業費・運営費は 18,300 千円（2,847 千円増）を計上。 

（２） 教育研究のグローバル化・活性化に向けた重点的支援   

                      480 百万円 （ ▲31 百万円減 ） 
※その他、業務達成基準適用事業未執行分（見込）78百万円を別途計上 

 

4



    

 

 

③教育研究活動のグローバル化推進 

〈 キャンパスグローバル化事業経費      5,593 千円 （ ▲4,407 千円減 ） 〉 

国からのスーパーグローバル大学創成支援事業補助金により実施する海外教員派遣や英語教

育、ジョイントディグリー・ダブルディグリー等の国際連携プログラムの開設・実施、グロー

バルインターンシップなどのキャンパスグローバル化事業の展開に要する学内負担分及び成果

等の広報に係る経費を計上。 

 

④研究活動活性化のためのインセンティブ付与 

〈 研究活動活性化インセンティブ経費      26,416千円 （ 1,364千円増 ） 〉 

研究活動を活性化させるため、間接経費が措置される外部資金を獲得した教員に対し、間接

経費の 10%相当額の研究費を配分する制度に係る経費を昨年度同額の 12,000 千円計上する。 

また、過年度配分した当該経費の 2018 年度繰り越し分（繰越承認額）14,416 千円を計上す

る（※年度内の執行額に応じて変動の可能性あり）。 

 

⑤若手研究者の育成および女性研究者への支援 

〈 若手研究者・女性研究者支援経費      20,762 千円（  413 千円増 ） 〉 

若手研究者及び女性研究者の研究推進を図るため、研究活動に係る支援経費を計上する。 

 

⑥新任教員の教育研究活動への支援 

〈 新任教員特別支援経費          3,900 千円（ ▲1,800 千円減 ） 〉 

新任教員が就任直後から教育研究に邁進できるよう環境整備を図るため、2019 年 4 月 1 日以

降採用予定者分に係る研究スタートアップ経費を計上する（配分単価は昨年度同額を計上）。 
     

 
 
 
 
 
 

○社会連携・地域貢献活動の推進及び地域貢献に資する人材育成及び 

〈 機能強化経費（機能強化促進分）       81,108 千円 （10,158 千円増 ）※外数 総額 〉 

文部科学省から措置された機能強化経費 129,437 千円のうち、地域自治体や産業界との協働

による“地域”から“世界”を見据えた「人材育成機能強化」の実行に資する経費として 81,108

千円を割り当てる。 

本経費については、個別の各事業に計上。 

 

〈 社会連携・地域貢献活動等支援経費    39,700 千円 （  皆 増  ） 〉 

国からの地（知）の拠点大学による地方創生推進事業補助金により実施する地域の企業や自

治体、学校等との連携活動への支援に要する学内負担分を計上。 

 

 

 

 

（３） 社会連携・地域貢献の推進  57 百万円 （ ▲28 百万円減 ） 
※その他、業務達成基準適用事業未執行分（見込）3百万円を別途計上 
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〈 産学公連携推進センター事業費（地域連携事業）・運営費 14,135 千円（2,911 千円増 ） 〉 

2018 年 10 月の組織再編により設置した、産学公連携を推進する「産学公連携推進センター」

において実施する事業のうち、地域連携拠点の維持管理や、産学公連携による社会人教育プロ

グラム「ＫＩＴリカレント教育プログラム」の実施に関する事業経費及び運営費を計上。 

なお、同センターにおいて実施する研究活性化事業の経費（別掲）も含めたセンター全体の

事業費・運営費は 18,300 千円（2,847 千円増）を計上。 

〈 地域連携活動を展開するキャンパス運営経費   2,668千円 （ 75千円増 ） 〉 

地域課題解決における拠点として活用する「福知山キャンパス」、「京丹後キャンパス」にお

ける運営・施設維持管理費を計上する。 

〈 福知山キャンパス機器・備品等整備事業費 3,079 千円 

※業務達成基準適用事業（2017-2019）2018 未執行（繰越）予定分※外数〉 
 
 
 
 
 
 
 
①授業料及び入学料免除枠等の確保による修学機会への配慮 

〈 授業料・入学料免除枠         263,106 千円（ 36,198 千円増 ） 〉 

昨今の社会情勢等を踏まえ、修学機会の確保の観点から、文部科学省より措置された「授業

料・入学料免除枠」を計上するとともに、大学独自の免除枠を追加計上する。   
 

(1) 運営費交付金算定上の授業料免除分 235,306 千円（ 36,198 千円増 ） 

文部科学省より措置された授業料免除実施経費（免除率：学部 12.2％、大学院修士課程

12.0％、大学院博士課程 13.0％）を計上する。 
 

(2) 大学独自の授業料等免除分 27,800 千円（ 同 額 ） 

本学独自の授業料免除を実施するため、以下の事業について昨年度同額の予算額を計上する。 

なお、事業毎の配分額の決定については、学生支援センターにおいて、免除対象人数等の実

態を踏まえつつ行う。  

 

②就業意欲向上のためのキャリア形成の支援 
 

〈 キャリア形成支援経費                  4,126 千円（ ▲5,546 千円減 ） 〉 
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う観点から、学生支援センターにて企画・ 

実施するキャリア形成のための事業経費を計上する。 

 

③学生の活動支援 
 

〈 学生活動支援経費            19,605 千円（  ▲482 千円減 ） 〉 
入学者の多様化の進展を踏まえ、留学生、障害学生の支援を行うとともに、学生の課外活動

支援、学生の福利厚生設備の充実を行うための経費を計上する。 
 

〈 学生と教員の共同プロジェクト実施経費   7,000 千円（   同 額   ） 〉 
コンテスト参加や出展、課外活動等、教員のサポートを受けながら学生が主体的に取り組む 

プロジェクトに対する支援経費を計上する。 

（４） 学生支援の強化・充実  294 百万円 （ 30 百万円増 ） 
※この他、入学料免除枠として７百万円を収入見込額から控除予定 
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①学長のリーダーシップによる大学改革の推進 

〈 学長裁量経費                        85,000 千円 （  同   額  ） 〉 

学長のリーダーシップにより大学運営及び教育研究の戦略的展開による大学改革を推進する

ため、トップマネジメントを実行する上で必要な経費を計上する。 

 
 

②危機管理等リスクマネジメントの推進 

〈 危機管理等安全対策経費                9,037 千円（ 232 千円増 ） 〉 

災害等発生時等における学生・教職員の安全確保に対応するため、危機管理・安全対策に必

要な経費を計上する。 

 

〈 予備費                       20,000 千円 （  同   額  ） 〉 

突発的な事故や事案が発生した場合の危機管理等対応経費として、予備費を計上する。 

 

③教育研究活動を支えるセンター等機能の確保 

〈 教育研究支援組織等事業経費         53,419 千円（ 18,691 千円増 ） 〉 

教育研究支援組織等における事業経費については、内容を精査した上で、機能強化経費の目

的に合致する事業、継続事業を優先しつつ必要な経費を計上する。 

 

〈教育研究支援組織等運営費（繰越分を含む） 60,230 千円（ 2,025 千円増 ） 〉 

教育研究支援組織等における運営費については、運営上の基盤的経費を計上する。また、2018

年度からの繰越額（繰越承認額 4,642 千円）を計上する。 
（※繰越分については年度内の執行額に応じて変動の可能性あり） 

 
④教職員の資質向上 

〈 教職員資質向上推進経費                  2,876千円（ ▲149千円減 ） 〉 

教職員の資質向上及び業務処理能力の強化を図るため、大学運営・教育研究支援等に係る計

画的な研修に係る経費を計上する。 

 

⑤大学運営基盤を支える業務管理機能の確保 
 

〈 一般管理費等（一般管理費(事務部門運営費含む)・光熱水料）  

523,432 千円（42,577 千円増 ） 〉 

一般管理費等については、可能な限り経費節減に努めることとした上での所要見込額を計上

する。なお、光熱水費の一部については、大学運営管理経費（間接経費等）において別途確保

する。 

 

〈 管理部門等事業費                    124,646 千円（31,171 千円増 ） 〉  

管理部門等の事業経費については、緊急性・必要性の高い事項、機能強化経費の目的に合致
する事業を精査した上で計上する。 

（５） 運営基盤・ガバナンスの確立 879 百万円 （ 95 百万円増 ） 
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①キャンパス環境の整備・充実 
 

〈キャンパス環境強靭化経費                  63,289 千円（ 8,713 千円増 ） 〉 
 

本学の教育研究機能の維持・向上を図るため、施設整備に係る経費を計上する。 

           

②学内共同利用施設・設備の維持・運営 

〈 教育研究設備維持運営費（繰越分を含む）    30,244 千円（▲3,750 千円減 ） 〉 

学内共同利用設備のメンテナンス等に係る維持運営経費を計上するとともに、2018 年度か

らの繰越分（繰越承認額 15,994 千円）を計上する。（※繰越分については年度内の執行額に

応じて変動の可能性あり） 

 

〈 図書館機能強化推進経費                59,679 千円（  2,607 千円増 ） 〉 

 図書館機能の強化を図る観点から、電子ジャーナル・学術文献ＤＢの充実や環境整備等、図

書館機能強化・環境改善のための事業費を計上する。 

 

〈 全学共同利用設備整備経費               32,798 千円 （  皆 増  ） 〉 

 文部科学省から措置された基盤的設備等整備分（D-Lab デジタルファブリケーション強化シ

ステム）を計上する。 

 

 
 

（６） 教育研究環境の整備・充実 186 百万円 （ 40 百万円増 ） 
※その他、目的積立金取崩分として 200 百万円、業務達成基準適用事業未執行分（見込）として 98百万円、

施設整備費補助金として 1,533 百万円を別途措置 
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